
地
球
温
暖
化
防
止
会
議
に

課
せ
ら
れ
た
多
く
の
問
題

熊

木

大

仁

地
球
温
暖
化
の
予
測
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
入
力
デ
ー
タ

を
少
し
変
え
た
だ
け
で
も
、
結
果
が

一
桁
違

っ
て
出

て

く
る
ほ
ど
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

「
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

(
I
P
C
C
)
」

で

発
表
し
た
確
定
的
予
測
数
値

に
は
、
政
治
的

・
政
策
的

な
も
の
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、

ブ
ラ
ジ

ル
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
の
合
意

で
あ
る

「持
続
可

能
な
開
発
」
(先
進
国
は

「
開
発
」
を

「
利
用
」

に
読

み
替
え
る
べ
き
で
あ
る
)
、
「省
資
源

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
問
題
は
、

国
家
戦
略
に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
、
各
国

の
経
済
競
争

力
や
、
国
内
の
経
済
政
策

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
切
り
離
し
て

は
議
論
で
き
な
い
。

米
で
は
、
炭
酸
ガ
ス
は
地
球
温
暖
化
の
主
要
な
原
因

と
は
な
ら
な
い
、
地
球
温
暖
化
は
利
益
を
も
た
ら
す
、

と
い
っ
た
意
見
も
含
め
て
、
公
開
の
場
で
幅
広
い
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
八
九
年
、
日
本
政
府
は
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
降
、
国
内
で
始
め

て
運
用
開
始

と
な
る
泊
原
発

へ
の
、
全
国
的
な
激
し
い
反
対
運
動
を

抑
え
る
た
め

「化
石
燃
料

の
使
用
が
地
球
温
暖
化
を
招

き
恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
る
」
と
大
々
的
に
宣
伝
し
た
。

こ
れ
は
、
販
売
戦
略

の

「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

・
ア
プ

ロ
ー
チ
」

と
い
う
手
法

(目
的
を
伏
せ
て
お
き
消
費
者
自
ら
が
そ

の
結
論
に
至
る
よ
う
に
仕
向
け
る
)
で
あ
る
。
や
が
て

政
府
は

「
国
民
が
自
ら
そ
の
結
論
に
至
る
」
ま
で
待
ち

切
れ
ず
、
馬
脚
を
現
わ
し
て
し
ま

っ
た
。

「
原
発

は
ク

リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
」
、
「
原
発
は
炭
酸
ガ

ス
を

出
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
宣
伝
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
理
論
に
肯
定
的
な
研
究

に
は
優
先
的

に
予
算
を
付
け
た
た
め
、
国
内
は
温
暖
化

一
色
と
な
る
。

政
府
の
こ
う
し
た
恣
意
的
な
情
報
操
作
は
、
反
原
発
運

動
を
抑
え
原
発
を
推
進
す
る
た
あ
の
も
の
で
、
国
民
の

判
断
を
誤
ら
せ
、
国
民
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
。

*

*

*

七
九
年
二
月
、
第

一
回
世
界
気
候
会
議
に
お
い
て
、

地
球
は
寒
冷

・
乾
燥
化

に
向
か
う
と
の
結
論
が
出
さ
れ

た
。

こ
の
時
に
は
、
氷
河
の
成
長
、
高
山
帯

の
寒
冷
指

標
植
物

の
群
落
の
拡
大
、
世
界
各
地
の
種
々
の
気
象
デ
ー

タ
が
寒
冷

・
乾
燥
化
を
示
し
て
い
る
、
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
「
原
発
は
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
必
要

だ
」
と
の
宣
伝
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
を

「
ど
う
総
括
し
、

ど
う
評
価
す
る
の
か
」
は
、
ま
だ
重
要
な
課
題
と
し
て

残

っ
て
い
る
。

同
年
三
月
、

ス
リ
ー
マ
イ
ル
原
発
事
故
が
発
生
。
以

降
、
米
で
は
住
民
運
動
に
よ

っ
て
、
完
成
し
た
原
発
が

廃
炉
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
り
、
建
設
計
画
は
皆

無
と
な

っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
米
の
運
転
中
の
原

発
の
発
電
容
量
は
、
日
本
と
比
較
し
て
二
倍
半
に
も
な

る
が
、
耐
用
期
限
を
迎
え
る
原
発
の
代
わ
り
は
化
石
燃

料

(天
然
ガ
ス
)
で
賄
う
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
米
の
炭
酸
ガ
ス
の
削
減
は
極
め

て
困
難
で
あ
り
、
京
都
会
議
議
定
書
が
批
准
さ
れ
る
か

ど
う
か
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
八
六
年
四
月
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
発
生
。
欧
州

の
人
々
は

恐
怖
に
陥
り

「
原
発

の
選
択
は
誤
り
だ

っ
た
」
と
の
声

が
高
ま

っ
た
。
欧
州

の
原
発
政
策
は
大
き
く
政
策
転
換

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
加
え
、
七
三
年
、
七
九

年
と
二
回
続
い
た
石
油

シ
ョ
ッ
ク
や
、
地
球
サ
ミ

ッ
ト

な
ど
が
、
欧
州
の

「省
資
源

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
政
策

を
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
無
く
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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